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　 日、臨時議会が開かれ、正副議長の選挙や各常任委員会委
員の選任のほか、一部事務組合議会議員の選挙などが行われました。
　議長に志磨村公夫議員、副議長に斉藤朋子議員が選ばれました。

　 日、臨時議会が開かれ、正副議長の選挙や各常任委員会委
員の選任のほか、一部事務組合議会議員の選挙などが行われました。
　議長に志磨村公夫議員、副議長に斉藤朋子議員が選ばれました。

臨時議会が開かれ、正副議長の選挙や各常任委員会委臨時議会が開かれ、正副議長の選挙や各常任委員会委日、日、
一部事務組合議会議員の選挙などが行われました。一部事務組合議会議員の選挙などが行われました。員の選任のほか、一部事務組合議会議員の選挙などが行われました。員の選任のほか、

副議長に斉藤朋子議員が選ばれました。副議長に斉藤朋子議員が選ばれました。議長に志磨村公夫議員、 。議長に志磨村公夫議員、

　4月25日、臨時議会が開かれ、正副議長の選挙や各常任委員会委
員の選任のほか、一部事務組合議会議員の選挙などが行われました。
　議長に志磨村公夫議員、副議長に斉藤朋子議員が選ばれました。
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合
併
し
て
10
年
目
に
な
る
本
市
で

は
、
人
口
減
少
社
会
の
到
来
な
ど
、

時
代
の
大
き
な
転
換
点
を
迎
え
る
と

共
に
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
の
発

生
が
懸
念
さ
れ
る
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な

課
題
に
直
面
し
て
お
り
ま
す
。

　　
こ
の
よ
う
な
中
、市
議
会
の
果
た
す

べ
き
役
割
は
ま
す
ま
す
大
き
な
も
の
と

な
っ
て
き
て
お
り
、議
員
自
ら
自
己
研

さ
ん
に
努
め
、主
権
者
で
あ
る
市
民
の

皆
さ
ま
に
代
わ
り
、
今
ま
で
以
上
に

活
発
な
議
論
を
行
う
と
共
に
、執
行

部
と
議
会
が
相
互
に
緊
張
関
係
を

保
ち
な
が
ら
協
力
し
、「
市
民
の
福
祉

の
増
進
」
、「
香
南
市
に
住
ん
で
良
か
っ

た
」と
思
え
る
市
政
の
実
現
に
全
力

投
球
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　

ま
た
、
議
長
と
い
た
し
ま
し
て
、
議

会
の
公
正
か
つ
円
滑
な
運
営
に
誠
心

誠
意
努
め「
開
か
れ
た
親
し
み
や
す
い

議
会
」を
目
指
し
、
一
層
努
力
し
て

参
り
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
議
会
の
傍
聴
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

　　

今
後
と
も
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
香

南
市
議
会
へ
の
一
層
の
ご
支
援
ご
協

力
を
賜
わ
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
、
就
任
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。

　任委員会
　本市議会には、議案や請願を詳

細に審査し、市の事務を専門的に調

査するため、三つの常任委員会が設

置されています。議員はいずれかの

委員会に所属することになっていま

すが、議長は中立かつ公平な議会運

営に臨むため辞退しています。

北本洋介
山崎　朗
山中　昭

長

副

長

副

常任委員会総務常任委員会

設常任委員会産業建設常任委員会

教教育民 常生常任委員会教育民生常任委員会

野本光生
森本恵子
岡本　司
小泉　潤

長

副

竹村暢文
林　道夫
中屋和彦

庶務、財政、消防防災、税務およ

び他の常任委員会に属さない事

務について調査し、協議します。

産業経済、建設土木、上下水道

に関する事務について調査し、

協議します。

教育民生に関する事務について

調査し、協議します。

山本孝志
斉藤朋子
眞辺慶一

西内治水
矢野佳仁
黒石博章

宮崎晃行
上田瀧雄
馴田文雄

常

長 副は委員長の略 は副委員長の略

おすすめの1冊おすすめの1冊おすすめの1冊おすすめの1冊 　風薫る5月。この季節ならではの「こいのぼり」
は、日本の原風景の一つ。青空にたなびく、こい
のぼりとフラフは、何とも気持ちのいいものです。
　ただ、最近、気がかりなのは、この風景があまり
見られなくなってきたこと。このことは、単に、子ど
もが少なくなったということだけではなく、住宅
環境、ライフスタイルや価値観の多様化など、時
代の流れなのかもしれませんが…。
　風景は変わっても、子どもたちの健やかな成
長を願う気持ちは不変的。今日も子どもたちの
笑顔が、香南市の元気の源になっているのは確
かです。

　　　　　　　

　橘　玲 / 著

パナマ文書の流出に
より、今、話題にな
っている租税回避問
題。国際金融小説の
第一人者と称される
氏が、シンガポール
と日本を舞台に国際

金融と政治の裏側を描くミステリー・ヒュ
ーマン小説。
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熊
本
地
震
で
亡
く
な
ら
れ
た
人
の
多
く

は
、家
屋
な
ど
の
倒
壊
が
原
因
だ
っ
た
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

地
震
の
強
い
揺
れ
か
ら
身
を
守
り
、確

実
に
避
難
す
る
た
め
に
は
、住
宅
の
耐
震

対
策
が
と
て
も
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
自
宅
の
耐
震
性
は
大
丈
夫

で
し
ょ
う
か
。

　

耐
震
診
断
で
は
、次
の
よ
う
に
建
物
の

強
度
を
評
点
ご
と
に
判
定
し
て
い
ま
す
。

●
1.5
以
上…

倒
壊
し
な
い　

●
1.0
以
上
〜

1.5
未
満…

一
応
倒
壊
し
な
い 

●
0.7
以
上
〜

1.0
未
満…

倒
壊
す
る
可
能
性
が
あ
る 

●
0.7

未
満…

倒
壊
す
る
可
能
性
が
高
い

　

木
造
住
宅
は
、耐
震
診
断
費
用
３
万
３

千
円
の
う
ち
、ご
負
担
い
た
だ
く
の
は
３

千
円
で
す
の
で
、昭
和
56
年
５
月
31
日
以

前
に
建
築
さ
れ
た
住
宅
は
、耐
震
診
断
を

受
け
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

耐
震
診
断
の
評
点
に
よ
り
耐
震
工
事
が

必
要
に
な
っ
た
場
合
、課
題
に
な
る
の
が
費

用
で
す
。そ
こ
で
、香
南
市
で
は
県
の
補
助

制
度
に
上
乗
せ
を
行
い
、最
高
100
万
円
の

補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、費
用
負
担

の
軽
減
を
図
る
た
め
、補
助
金
は
、工
事
代

金
の
支
払
い
前
に
お
渡
し
で
き
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。

　

工
事
費
用
は
、評
点
が
低
い
ほ
ど
高
く

な
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、最
近
は
、低
コ

ス
ト
工
法
も
開
発
さ
れ
て
お
り
、従
来
の

工
法
に
比
べ
費
用
を
抑
え
る
こ
と
も
可
能

と
な
り
ま
し
た
。こ
れ
に
よ
り
、工
事
内
容

の
選
択
肢
が
増
え
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、住
宅
の
耐
震
化
と
と
も
に
実

施
い
た
だ
き
た
い
の
が
、家
具
等
の
転
倒

防
止
で
す
。香
南
市
で
は
、家
具
転
倒
防
止

器
具
等
の
購
入
費
の
補
助
も
行
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

自
分
の
命
、そ
し
て
家
族
の
命
を
守
る

た
め
に
は
、住
宅
の
耐
震
化
と
家
具
等
の

固
定
は
不
可
欠
で
す
。ぜ
ひ
、ご
検
討
を
！

　

熊
本
地
震
発
生
か
ら
、ま
も
な
く
２
カ
月
が
経
と
う
と
し
て
い
ま
す
。今
も
多
く
の

人
が
避
難
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
お
り
、倒
壊
し
た
ま
ま
の
家
、ブ
ル
ー
シ
ー
ト
で

応
急
処
置
を
し
た
家
も
た
く
さ
ん
見
ら
れ
ま
す
。

　

南
海
ト
ラ
フ
地
震
は
、熊
本
地
震
以
上
の
被
害
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。熊
本
地
震

を
教
訓
に
、自
分
や
家
族
の
命
を
守
る
た
め
に
は
何
が
必
要
な
の
か
を
、今
一
度
、考
え

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

先
月
号
か
ら
シ
リ
ー
ズ
で
お
届
け
し
て
い
る「
香
南
市
の
防
災
」。今
月
号
は
、地
区

懇
談
会
の
中
で
も
お
伝
え
し
ま
し
た「
耐
震
補
強
」に
つ
い
て
で
す
。

住
宅
の
耐
震
補
強

◆
耐
震
診
断

◆
耐
震
工
事

◆問い合わせ先
　防災対策課　TEL 0887-57-8501

（
関
連
記
事 

４
ペ
ー
ジ
、28
ペ
ー
ジ
）
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